
「これからの図書館サービスについて」事業説明結果一覧 

 

○実施日 

（自治協） 

  島ヶ原地域まちづくり協議会  ：令和４年７月 13日（木）９時 50分～ 

  阿山地区住民自治協議会連合会 ：令和４年７月 29日（金）13時 40分～ 

  大山田地区住民自治協議会連絡会：令和４年８月 26日（金）13時 30分～（２回目） 

※１回目 ７月８日（金）９時 30分～ 

（関連団体） 

  島ヶ原地域読み聞かせボランティア団体：令和４年８月 17日（水）13時～ 

  阿山地域読み聞かせボランティア団体 ：令和４年８月 20日（土）11時～ 

 大山田地域読み聞かせボランティア団体：令和４年９月 10日（土）11時～ 

 

○結果 

  計画について説明を行った結果、理解を得た。 

 

○意見等 

・教育や文化は大切であるが無尽蔵にすることもできない。止むを得ない。 

・本館に近い人も遠い人も、全く同じは難しいが一緒の様にしてもらいたい。また、市街地

は得で周辺部は損ということが無い様にしてもらいたい。 

・計画についての異議はない。 

・移動図書館について、今後決まるが、地域によって要望は沢山あると思うので、聞き取りを

してもらいたい。ルートや停車ポイントも 10 箇所ぐらいになるかもしれないがお願いした

い。 

・図書室が無くなってもこういう場所でできる。利用している人が安心してもらえるように

してもらいたい。 

・学校だけでなく保育所との連携もしてもらいたい。 

・移動図書館の運行情報はスマートフォンで確認できるとともに、広報誌等紙媒体での周知

してもらいたい。 

・移動図書館の運行は、土日も含め、余裕があれば２箇所（上エリア、下エリア）停車して

くれると利用者も増えると思う。 

・絵本の選書において、参考となるような資料（絵の様子がわかるもの）があれば助かる。 

・阿山文化センターの閉館の際にイベントなどが開催されるなら、読み聞かせも一緒にイベン

トを行いたい。 

・読み聞かせを行う場所は、市民センターなどを借りることで継続できると思っているが、子

育て支援の催しと一緒にして少しでも多くの人に参加してもらいたい。 

・図書室（のような機能の場所）は地域として必要。 

・新図書館が観光やにぎわい重視で図書館としてどうなるのか不安。 

・市民ワークショップの意見がどう反映されるのかわからない。 

資料２ 


